
❶ 依光市長によるスタートの合図で、参加者の皆さ

　 んが元気に歩き始めました！

❷❸ 香美市のいろいろな景色を楽しみながら、ゴー

　　 ルを目指しました。

❹ ついにゴール！長距離のウォーキング、お疲れさ

　 までした！

２５ Kami
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▲ スタート前の記念撮影

４月２９日に香北

体育センターで、剣

道錬成大会が開催さ

れ、市内外の学校や

団体から８０チーム

・３１３名が参加し

ました。小学生・中

学生・高校生の３部

門で熱戦が繰り広げ

られ、次のとおりの

結果となりました。
５月１６日に、香美市合併２０周年を記念した

香美市横断完歩チャレンジが開催されました。こ

のイベントは、徳島県と物部町の県境から、土佐

山田町と南国市の市境までの国道１９５号（約５

０km）を、雄大な自然やおいしい食べ物を堪能

しながら歩き、香美市の大きさを自分の足で感じ

てもらうためのものです。

　イベント当日は、１２時間（６時～１８時）と

いう時間制限がある中で実施され、参加者１６名

中１３名が、時間内での完歩を達成しました。ゴ

ール地点では、完歩した参加者から「ゴールでき

た！」と満面の笑みで感想が聞こえてくる一方、

「高知龍馬マラソンよりしんどい！」という声も

ありました。参加者の皆さんにはイベントの最後

に、おもてなし商品や香美市産木材を使用したメ

ダルが贈られました。

《団体》
・小学生の部　優　勝　鏡野道場A

　　　　　　　準優勝　高須少年剣道部A

　　　　　　　三　位　高知至誠館

　　　　　　　三　位　春龍会

・中学生の部　優　勝　高知中学校

　　　　　　　準優勝　高知学園剣友会

　　　　　　　三　位　土佐塾中学校A

　　　　　　　三　位　鏡野中学校A

・高校生の部　優　勝　高知高等学校B

　　　　　　　準優勝　高知高等学校A

　　　　　　　三　位　土佐塾高校A

　　　　　　　三　位　土佐高校

《個人》
・小学生の部

　優　勝　藤中 優馬 (高知至誠館)

　準優勝　辻 宗一郎 (高須少年剣道部A)

　三　位　三原 穂椛 (鏡野道場A)

　三　位　西本 光希 (高知致道館)

・中学生の部

　優　勝　川上 大知 (高知至誠館)

　準優勝　池田 一夏 (野市中学校A)

　三　位　安田 優月 (春野中学校A)

　三　位　武田 伊希 (梼原中学校A)

・高校生の部

　優　勝　藤戸 亜久里 (土佐塾高校A)

　準優勝　井口 響紀 (高知学芸高等学校)

　三　位　岩田 明士 (春野・高知海洋合同チーム)

　三　位　松本 翔太 (高知商業高等学校A)

第２１回 香美市体力つくり１回 香美市体力つくり

少年剣道錬成大会少年剣道錬成大会

合併合併２０周年記念０周年記念

横断完歩チャレンジ横断完歩チャレンジ

❶ ❷

❹ ❸
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　令和８年４月２９日に発令された
　春の叙勲の市内受章者を紹介します。
　　※ ご承諾いただいた方のみ掲載

令和８年 春の叙勲　

　梶原さんは、昭和５０年１２月に当時の香北町消防団に入団

して以来、４９年にわたり、消防団員として規律厳正、旺盛な

責任感と積極果敢な消防精神をもって、献身的に消防防災活動

に従事されました。また、令和５・６年度には香美市消防団の

団長を務められ、応急手当普及員制度を導入するなど、消防団

員の活躍推進に尽力されました。

　このように、長きにわたり崇高な消防精神をもって部下団員

を統率し、火災、風水害等の災害時には、常に果敢な行動と卓

越した手腕、洞察力によって的確に団員を指揮し活動するなど、

地域住民の生命と財産を守り続けられました。

　受章にあたり、梶原さんからは「身に余る章をいただき、た

いへん光栄に思います。これまでともに歩んでくれた、消防団

をはじめとする関係者の皆さんのご支援・ご協力のおかげと深

く感謝しています。現役の後輩団員の皆さんにも、ますますの

ご活躍を期待しています」とお言葉をいただきました。

瑞宝単光章春の叙勲 （消防功労）

梶原 茂英さん（７３歳）

香北町西川乙

かじはら しげひで

　信﨑さんは、公立小学校教諭・教頭等を経て、平成２３年４

月に楠目小学校の校長に就任されました。そして、学校長とし

て、学校運営において組織的かつ計画的なアプローチで教職員

の参画を促し、協働的かつ主体的に授業力の向上を目指す「チ

ーム学校」としての強固な基盤を築かれました。

　特に、その卓越した組織力を活かし、道徳・国語教育の授業

力向上に尽力されました。道徳教育では、全教職員の連携によ

る一体的な取組を展開する中で、児童の考えや意見を引き出す

授業の在り方が高く評価され、県全体の道徳教育を牽引するも

のとなり、平成３０年度に導入された「特別の教科　道徳」の

授業改善にも大きな影響を与えました。

　また、国語教育では、読解力の育成を柱とし、言語活動を重

視した指導法の研究を推進されました。教員の指導力向上に努

めたことで、児童の主体的な学びが促進され、他教科の学力向

上にもつながりました。その成果は、全国学力・学習状況調査

でも、非常に高い結果として表れています。

瑞宝双光章春の叙勲 （教育功労）

信﨑 眞理子さん（７３歳）

香北町美良布

のぶさき 　　まりこ


